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催眠感受性の規定因についての検討

臨床心理学専修P11602 小原　宏基 （指導教員 宮川治樹准教授）

【目的】

催眠を科学的・客観的に把握する前段階と

して，催眠感受性と関係があると考えられる

要因について，探索的に検討することを目的

とする。

【方法】

調査対象者:18 歳から33 歳までの43 名（平

均年齢:19.6 歳, SD=2.1, 男性:24 名，女

性:19 名） に協力を得た。調査時期:2012

年６月から８月の２ヵ月間で行った。実施場

所：帝塚山大学学園前キャンパスの３号館４

階基礎実験室にて実施した。実施方法：実験

対象者に事前質問票（催眠状態イメージ質問

紙， 催眠態度尺度（清水，2009 ； 清水・小

玉，2001 ））を実施した後に， スタンフォー

ド催眠感受 性 スケール(Weitzenhoffer  &

Hilgard, 1959) の日本語版（斎藤，2004）

を実施した。その後，事後質問票（特性的自

己効力感尺度（成田･下仲･ 中里･ 河合･ 佐藤･

長田, 1995), 対人依存欲求尺度（竹澤･小玉，

2004), DES- ｎ （田辺･小川, 1992), MES  (鈴

木・木野，2008），没入尺度（坂本，1997），

日本語版Experiences Questionnaire （栗原･

長谷川・根建，2010），多面的空想特徴質問

紙短縮版（松井・小玉，2001），一般他者版

成人愛着スタイル尺度（中尾・加藤, 2004))

を実施した。実施時間：上記に示した２種類

の質問票と実験を合わせて２時間程度であっ

た。

【結果】

スタンフォード催眠感受性 スケールの得

点分布をFigure.  1に示した。これを見ると，

催眠感受性には３点のピーク値が存在してい

るように見受けられる。

①催眠態度（高・低）×自己効力感（高・

低）の２要因分散分析を行った結果，自己効

力感の高群において，主効果が有意に高いこ

とが確認されたC^l,39)=4.187,  p<｡05 ）。②

催眠態度（高・低）×道具的依存欲求（高・

低）の２要因分散分析を行った結果，交互作

用が有意となった(^(1,39)=6.347, 夕く｡05）。

そこで，単純主効果の検定を行ったところ，

催眠態度の高群において，催眠感受性得点

の単純主効果が有意となり(^(1,39)=4.787,

夕＜｡05），道具的依存欲求の低群において，催

眠感受性得点の単純主効果が有意となった

(Kl,39)=8.963, 夕く｡01）。③主体性喪失期待

（高・低）×自己効力感（高・低）の２要因

分散分析を行った結果，主体性喪失期待の低

群において，主効果が有意に高いことが確認

され(F(l,39)=5.166,  p<｡05 ），自己効力感の
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実験対 象者の催 眠感受 性分布



高群においても，主効果が有意に高いことが

確認された(fU.39)=8.756,  pく｡01)。④主体

性喪失期待(高･低)×見捨てられ不安(高･低)

の２要因分散分析を行った結果，交互作用が

有意となった(^(1,39)=4.218, pく｡05)。そこ

で，単純主効果の検定を行ったところ，主体

性喪失期待の低群において，催眠感受性得点

の単純主効果が有意となり(^(1,39)=5.038,

βく｡05)，見捨てられ不安の低群において，催

眠感受性得点 の単純主効果が有意となった

(tfd,39)=6.262,夕く｡05)。⑥潜在能力解放期

待( 高・低) ×想像性( 高・低) の２要因分

散分析を行った結果，交互作用が有意となっ

たC^l,39)=4.856,  p<｡05) 。そこで，単純主

効果の検定を行ったところ，想像性の低群に

おいて，催眠感受性得点の単純主効果が有意

となったC^(l,39)=5.583,  pく｡05)。

【考察】

本研究は，催眠について科学的・客観的に

把握する前段階として，催眠感受性と関係が

あると考えられる要因について，探索的に検

討することが目的であった。

その結果，上記に示したように催眠感受性

は３つのピーク値が確認でき，①催眠態度と

自己効力感の２要因の分散分析で自己効力感

の主効果に有意が認められ，③主体性喪失期

待と自己効力感の２要因の分散分析で主体性

喪失期待と自己効力感の主効果にそれぞれ有

意が認められた。また交互作用については，

②催眠態度と道具的依存欲求，④主体性喪失

期待と見捨てられ不安，⑤潜在能力解放期待

と想像性における２要因の分散分析において

有意が認められた。

そのことから，催眠感受性得点分布に関係

のある要因として，各因子の定義と比較しな

がら検討すると，実験協力者の催眠への関心

70

と と も に 催 眠 に よ り 暗示 さ れ る課 題 に つ い て

の 達 成 を し よ う と 考 え る 気 持 ち が 呼 応 し た

り， 実 験 協力 者 は 自 己観 が ポ ジテ ィ ブ で あ る

と 自 分 自身 の主 体 性 を相 手 に 任 せ て も良 い と

い う気 持 ち が 表 れ た り， 実験 協力 者 自身 が 自

分 につ い て 何 ら か の 能力 が あ る と 想 像 す る 傾

向 に あ っ た り す る 場 合 に そ れ ら が 催 眠 感受 性

に 強 く 影 響 を与 え る と 考 え ら れ る。 ま た役 割

理 論 に 基づ い た反 応 や 催 眠 感受 性 尺度 自身 の

特 徴 か ら来 る 影 響 の可 能 性 も 考え ら れ る。

し か し 今 回 の 結果 で 考 慮 し な け れ ば な ら な

い こ と が い くつ か 存 在 す る。 ま ず は， 実験 対

象 者 が 少 な い こ と で あ る。 今 回 の 催 眠 感受 性

得点 分 布 に は 見 た 目 で は ３つ の ピ ーク 値 が あ

る よ う に も 思え る が, こ れが 誤 差 で あ る のか ，

実 際 に 起 こ っ て い る も の な の かを 判 断 す る こ

と は困 難 で あ る。 そ の こ と か ら， 実験 対 象 者

数 を 増 や し て 再 度 検討 す る必 要 が あ る。 次 に

実 験対 象 者 が 全員 心 理学 系 出身 者 で あ っ た こ

と で あ る。 こ の よ う な 実 験 条 件 で あ っ た こ と

か ら， 全 体 的 に 高 値 の 催 眠 感受 性 得点 が 表 れ

た可 能 性 が あ り， 結果 に 偏 り が 表 れ て い る可

能 性 を 考え な け れ ば な ら な い。 よ っ て， 分 野

ご と の 検討 も 必 要 で あ る。 ま た 今 回 実 験 で き

て い な い 要 因 と の 関 係 も 確認 す る 必要 が あ る

た め, 今 後 さ ら な る追 試 験 を 要 す るで あ ろ う。
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